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囲碁を文化と世界平和の使節に 1

尊敬するアメリカ大統領バラク・オバマ殿

今年 4月 にプラハでなされたオバマ大統領の核兵器廃絶に関する講演は人類にとつて記

念すべきものと思います。

この宣言は原子爆弾の被爆者を初め、核兵器を廃絶して世界平和を望む人々に大きな喜

びと希望を与えてくれた歴史的講演と思います。これを機に核兵器廃絶の機運が世界離 :こ

一層盛り上がってきました。

広島の原爆投下は、私たち日本の囲碁ゲーム愛好家にとつて忘れられない「原爆と圏碁 J

について一つの史実があります。それは広島で行われた囲碁のタイ トル戦「原爆下の囲碁

対局」というものです。

この事件は、囲碁を通して世界の人々と手を結び核兵器廃絶と世界平和に役立とうとの

強い思いをこのときの対局者に与えました。その意思は日本の国碁界に広く受け継がれて

います。

「原爆下の囲碁対局」のエピソー ドと、囲碁を世界平和と文化の使節として普及活動を

している人々がいることを、この機会にオバマ大統領にお伝えしたいと思い立ちこの手紙

をしたためました。

原爆 下の対局

1945年 には、日本の敗戦が濃厚ではや囲碁どころではないという状況でした。当時
の唯一の囲碁タイ トル戦は「本因坊戦」でした。 囲碁界の重鎮、瀬越憲作 :ま「人類の垣根
を越えて、心を交流し、平和を築く、それが囲碁の心であり、道である」と常々強調し実

践していました。それゆえ、本因坊戦だけは万難を排 してやらねばならぬと準備を進め、

対局場を広島市に決めました。

しかし、米軍機による空襲のため、対局者と対局関係者が対局場に会することが困難で

した。漸く7月 に、タイ トル保持者橋本宇太郎本因坊と挑戦者岩本薫、および瀬越ら関係

者が広島に集まることができました。

第一局は、7月 23,24,25日 の 3日 間で行われ、岩本の勝ちでした。このFHl、 米軍
艦載機が市内を機銃掃射し、対局場の屋根も壊れるほどの危険な状態でしたが、対局者も

観戦者も防空壕に避難することなく、この対局を打ち終わつたそうです。

第 2局 目は 8月 4, 5, 6日 の 3日 FHlで したが、広島市内は危険なので郊外に対局場を

移して行われました。ここで原爆にあつたのです。

そのときの記録 :対局 3日 目の6日 の朝、8時過ぎ、空襲警報も解除されたので、始め

ようと前日までの手順に従い石を並べた。その時、空に一機の米軍機。落下傘が高い空か

らきらきらと光りながら降りてくと、ピカッと閃光が広がった。写真を撮るためのマグネ

シウムをたいたように対局場が真つ白になつた。そのうちに、広島の上空に入道雲のよう

なものがむくむくと持ち上がり、異様な物音が轟々と迫つ
II曇業こ逗L豊星ittittI爆風が/対局の部屋はに突つ込んできた。気が

ついてみると

いた。瀬越は畳の上に茫然と座 り込み、岩本は碁盤の上にうつ伏せになつてし と。窓ガラ
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lら くして、部屋を取り片づけ、午後になってか

:な爆弾らしいということは想像できたが、広島

市内の様子はまだ判っていない。 囲碁が終わつた頃、対局場の前を原爆で傷ついた被災
者たちがぼろばろに焼けただれた衣服で通り始めた。その有様は時間とともにひどくなり、

地獄絵と化していきました。広島市内の被害は筆舌に尽くしがたい残酷な状況であつた。

対局場は爆心地から10キロメー トルほど離れていたので、瀬越や対局者 :ま奇跡的に命
拾いをしました。 (第 3局 目以降は当然中止になりました。)

囲碁を通して世界に人の和を、そして平和を :

黙瀧襲鷲覧逸重査雷全言警箕憲tl重 :薫子:｀こ言蓬雪宮菓霞「退彙薯菖L畠碁こじ首l」
 をつぎつぎ建設し、囲碁普及を通して世界平和へ貢献するという瀬越憲作の情熱を受け継
いで一生を捧げたのでした。

また、橋本宇太郎も「囲碁は平和のための使節です。世界平fIIには碁が一番いいと信じま

す。だから平和の時代に囲碁は最も盛んになるのです」と常々言つていました。

「原爆と囲碁」の奇しき因縁は、「囲碁と平和」を一層強く結びつけたように思えます。

囲碁は単なるゲームではない、「一種の文化である」といわれています。 「文化として

の囲碁」には、礼儀を重んじ、人々の和を作り、智を磨くことで立派な人格を育成すると

いう意味が込められています。囲碁が神秘的なゲームであることだけでなく、なにか奥深

い哲理を含み、しかも人間同士の心が言葉なくても交流しあうという不思議な親和力をも

つているからでもあります。

囲碁が国際的に普及し「世界的ゲーム」になつたので、囲碁を通して人の和を造り世界

平和の基礎を築くことに貢献するでしょう。瀬越憲作の意思を受け継いで、囲碁を世界平

和に活かそうという気持ちは、日本の囲碁界に今も強く引き継がれています。

核兵器廃絶と世界平和を強く希求する日本の囲碁愛好家の思いをお汲み頂くようお願い

致します。

敬具

2009年 11月

「補足」 「囲碁」とは
囲碁は 19X19路 の盤面に黒石と自石を 1個ずつ交互に置いて行き、囲んだ地の大きさ
を競 うゲームです。

囲碁は別の名を「手談」といいます。 「手談」とは、言葉は通じなくとも、対局者が碁

盤の上に黒石と白石を交互に一手ずつ打つことにより、自らの意思と相手の意図を互いに

読み取ることで心が通じ合う、というところから生まれた素晴らしい呼び名です。

また、他のゲームにはない囲碁の特徴は、盤面には何もない無の状態から始めて、 2人

が交互に石を置きながら一つの宇宙 (新世界)を作り上げていく構築型のゲームというこ



とです。

囲碁は本来「地を分かち合う」ゲームであるとみることができます。地は全部で351
路と決まっています。その地を奪い合うのでなく分かち合うゲームならば、調和 (バ ラン

ス)力 自`然の姿となります。だから囲碁の本質は平和主義なのです。


